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研究成果の概要（和文）：頸動脈エコー検査で観察することができる頸動脈プラークの性状が，脳梗塞や心筋梗
塞の発症と関連する可能性がある．研究代表者のグループは頸動脈プラークの超音波性状を定量化することがで
きるソフトウェアiPlaqueを開発し，その臨床応用を試みた．
脳梗塞患者における検討では，無症候性例と比較して有症候性例においてプラークに占める脂質領域の面積が大
きい傾向があった．
動脈硬化リスクをもつ生活習慣病患者において，iPlaqueを用いて定量化した頸動脈プラークの超音波性状が将
来のイベント発症を予測できるかどうかの検討については，解析の途中であり後日報告する．

研究成果の概要（英文）：The characteristics of carotid plaques that can be observed by carotid 
ultrasonography may be associated with the onset of cerebral infarction and myocardial infarction. 
We developed a iPlaque software which enables tissue characterization of carotid plaques using 
carotid ultrasonography.
Percentage of fatty area of carotid plaque analysed by our iPlaque software was greater in patients 
with symptomatic stroke patients than in patients with non-symptomatic patients.
In a lifestyle-related disease patient at risk of arteriosclerosis, whether the ultrasonic 
properties of the carotid plaque quantified using iPlaque can predict future event onset is being 
analyzed and will be reported later.

研究分野：超音波医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
頸動脈プラークの組織性状が，発症の予測が困難な脳梗塞や心筋梗塞と関連することが知られている．研究代表
者のグループは，超音波検査を用いて非侵襲的に頸動脈プラークの組織性状を定量化することができるiPlaque
ソフトウェアを開発した．本ソフトウェアを用いて，脳梗塞患者の頸動脈プラークを定量的に評価したところ有
症候例で脂質成分の比率が高いことが判明した．したがって，動脈硬化のリスクを持つ患者の頸動脈プラークを
本ソフトウェアで観察することで，プラークの脆弱性を判断することができ，脆弱性が高い例において治療を強
化することで，将来の脳梗塞を予防できる可能性がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１． 研究開始当初の背景 

 

心筋梗塞，脳梗塞および閉塞性動脈硬化症といった動脈硬化性疾患においては，非侵襲的に動

脈硬化の重症度を診断する検査法として，頸動脈エコー検査が用いられている．頸動脈エコー検

査においては，動脈硬化の早期診断および治療効果判定などの目的に“内膜中膜複合体厚”が用

いられている．しかしながら，虚血性心疾患あるいは虚血性脳疾患においては，頸動脈プラーク

の存在ならびにその組織性状がそれらの疾患の罹患と密接に関連しているという報告が多い

（Gronholdt ML et al, Circulation , 2001）．  

臨床的に活用されている頸動脈エコー検査においては，プラークの組織性状はそのエコー輝

度により肉眼的に評価される．超音波後方散乱信号(integrated backscatter : IB)を用いたプラ

ーク性状の評価も行われているが，実用化には至っていない（Yamada et al, Cerebrovasc Dis , 

2011）．研究代表者のグループは，頸動脈エコー検査で得られるプラーク画像の超音波後方散乱

信号を解析して，その性状に応じたカラー表示を行うソフトウェア iPlaque®を開発し，iPlaque

による組織性状評価が実際の病理組織と合致することを確認した．また，iPlaqueを用いた頸動

脈プラーク評価に関して，①脂質低下療法により%Lipid(プラークにおける脂質成分の割合)が減

少することは今までの検討で示されている．  

 

２． 研究の目的 

  

 研究当初の研究目的は，頸動脈プラークを持つ生活習慣病患者において，iPlaqueを用いてプ

ラークの組織性状を評価し，その性状がその後の心血管イベントの発生を予測することを証明

することであった．研究代表者の所属する徳島大学病院，済生会熊本病院，喜多医師会病院にお

いて対象患者をリクルートし，現在経過観察しているが，まだ報告できる結果が得られていない．

したがって，本成果報告では，頸動脈狭窄の解除目的で頸動脈内膜剥離術を行う患者を対象に，

iPlaqueで計測した超音波性状と切除標本の組織学的な性状を比較検討し，iPlaqueの有用性を

確認することを研究の目的とした研究について成果報告を記す． 

 



３． 研究の方法 

 

 頸動脈内膜剥離術を施行した

49 例（平均年齢 70±7 歳）を対

象に研究を実施した．術前の超

音波検査から，それぞれのプラ

ークの iPlaque 解析を行い，プ

ラークの平均 IB 値およびその

標準偏差を算出した．切除標本は，米国心臓協会の分類法により，Va：アテローマ，Vb：石灰化，

VI：複雑病変に分類した．分類されたプラーク毎のIB値について比較検討した．代表的なiPlaque

解析について図１に示す． 

 

４． 研究成果 

 

 解析対象となった頸動脈プラークのうち，Va，Vb，VI は，それぞれ 13例，4例，32例であっ

た．それぞれの平均 IB値は，-32.5ｄB, -20.４dB,そして-36.4dB であった．組超音波織性状コ

ンポーネントの割合を各種プラークで比較したものを図2に示す．Calcificationと Fibrousは，

それぞれのプラークで有意差がなかったが，Lipid は VI プラークが他のプラークと比較して有

意に多かった． 

 本研究では，内膜剥離

術を行った標本の組織と

iPlaque 解析と相関する

ことが示され，iPlaque に

よる頸動脈プラークの組

織性状評価の妥当性が確

認できた． 

 

 

図１ 頸動脈プラークの組織性状による超音波断層像及び

iPlaque解析画像の比較 

図 2 頸動脈プラークの組織性状による iPlaque解析の比較 

Cal:calcification, Fib:fibrous, Lip:lipid 
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